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06  市からのお知らせ
08  まちのできごとほっとトピックス
10  つるおか情報掲示板
18  こんにちはつるおか／声‐voice‐
19  各種相談窓口
20  写真で見る つるおかの今昔

02  〈特集〉

庄内砂丘メロン
おいしさのヒミツ

【鶴岡産メロンが給食に登場】
夏の味覚「メロン」。７月中、市内の小・中
学校等で約10,700食のアンデスメロンが
提供されました。（写真：栄小）
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み
ず
み
ず
し
い
　
　

夏
の
味
覚

　

鶴
岡
の
夏
の
味
覚
の
代
表
格
と

い
え
ば
、
み
ず
み
ず
し
く
て
甘
い

「
メ
ロ
ン
」。
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
メ
ロ
ン
が
六
月
下
旬
か

ら
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
の
メ
ロ
ン
収
穫
量
は
全

国
で
第
四
位
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
る
の
が「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
」

で
す
。
安
定
し
た
糖
度
が
自
慢
の

メ
ロ
ン
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
、

全
国
各
地
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

で
本
市
に
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
が
希
望
す
る
返
礼
品
の
中
で

も
一
番
の
人
気
を
誇
り
、
そ
の
六

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

お
い
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
　
　
　

栽
培
の
始
ま
り

　

庄
内
砂
丘
は
、
南
北
に
約
三
十

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
広

が
る
日
本
有
数
の
砂
丘
で
す
。
ま

た
、
海
か
ら
の
強
風
や
飛
砂
の
被

害
を
避
け
る
た
め
に
植
林
さ
れ
た
、

ク
ロ
マ
ツ
の
防
風
林
に
隔
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
特
徴
。
メ
ロ
ン
や

花
を
は
じ
め
、
こ
こ
で
は
多
様
な

農
産
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

『
七
窪
メ
ロ
ン
研
究
会
誌
』
に
、

「
メ
ロ
ン
の
芳
香
を
こ
の
白
砂
青

松
の
砂
丘
の
上
に
送
っ
て
き
た
の

が
、
た
し
か
大
正
七
年
頃
を
も
っ

て
嚆こ
う
し矢
（
始
ま
り
）
と
す
る
」。

と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
本
市

で
メ
ロ
ン
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、

今
か
ら
百
年
も
前
の
こ
と
で
し
た
。

◎
問
合
せ　

本
所
農
政
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
６
２
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が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
庄
内
砂

丘
の
メ
ロ
ン
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
続
い
て
、
五
十
四
年

に
現
在
の
主
力
品
種
の
一
つ
で
あ

る
「
ア
ン
デ
ス
メ
ロ
ン
」
の
出
荷

が
開
始
さ
れ
る
と
、
生
産
量
が
大

幅
に
伸
び
、
庄
内
砂
丘
は
メ
ロ
ン

の
一
大
産
地
と
し
て
の
確
固
た
る

地
位
を
築
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
年
に
Ｊ
Ａ
鶴
岡

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
「
鶴
姫
メ
ロ

ン
」
が
、
翌
年
に
「
鶴
姫
レ
ッ
ド

メ
ロ
ン
」
が
登
場
。
ア
ン
デ
ス
メ

ロ
ン
と
合
わ
せ
て
、
本
市
の
メ
ロ

ン
の
主
力
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
六
年
の
「
七
窪

メ
ロ
ン
研
究
会
」
の
設
立
を
は
じ

め
、
戦
時
中
も
種
を
守
り
続
け
、

戦
後
す
ぐ
に
試
作
・
研
究
に
取
り

組
ん
だ
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
が
、
現
在
の
メ
ロ
ン
栽
培
の
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ロ
ン
の
名
産
地

　

昭
和
三
十
八
年
、
西
郷
地
区
畑

作
振
興
会
（
現
・
西
郷
砂
丘
畑
振

興
会
）
が
組
織
さ
れ
、
メ
ロ
ン
栽

培
が
本
格
化
し
ま
す
。

　

四
十
年
代
に
多
く
生
産
さ
れ
た

「
プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
」。
そ
の
食
味

ＪＡ鶴岡園芸特産課営農指導主任　黒坂新也 さん

庄内砂丘メロンの栽培（露地）

　メロンを作るとき、一番気を遣
うのが水と温度の管理です。メロ
ンは成長段階に応じて、必要な水
の量と温度が違います。とても繊
細な果物なんですよ。
　ここ庄内砂丘は、砂丘地ならで
はの水はけの良さに加え、月山や
鳥海山から流れてくる豊富な地下
水が利用できます。また、昼夜の
寒暖差が大きい地域でもあります。

　これらの特性を生かして、水分
と温度の管理を徹底することで、
形が良く、甘くてみずみずしいメ
ロンに仕上がります。
　鶴岡のメロンは、私たち生産者
が心を込めて栽培している全国に
誇れる夏の味覚です。今が旬の鶴
岡産メロンを、市民の皆さんをは
じめ、たくさんの方々に味わって
いただきたいですね。　

　ＪＡ鶴岡では、メロンの生産・
販売基盤強化に向けた様々な提案
や、出荷率・秀品率向上のための
栽培講習会の開催、作況・作柄に
合わせた栽培管理情報の発信など
を行い、生産者を支援しています。
　また、生産者とＪＡ職員が協力
して首都圏などの大消費地で試食
宣伝販売をしたり、鶴岡産メロン
を使った加工品の開発を行ったり

して、積極的にメロンの消費拡大
に取り組んでいます。
　鶴岡のメロンは市場でも高い評
価を受けています。生産者の皆さ
んの熟練の栽培技術と、メロンへ
のこだわりが「庄内砂丘メロン」
という産地ブランドの確立につな
がっているのではないでしょうか。
　生産者が自信を持って作ったメ
ロンをぜひご賞味ください。

繊細なメロン栽培。庄内砂丘の特性を生かして。

熟練の栽培技術。そしてこだわりのたまもの。

摘果（６月上旬～７月上旬）
１株につるを２本、１
本のつるに２果を基本
に実を結ばせる

収穫期（７月中旬～８月中旬）
糖度を高めるため、余
計な水分を与えないよ
うに調整する

受粉期（５月下旬～６月下旬）
蜜蜂による受粉を行い、
より自然に近い環境で
交配する

西郷砂丘畑振興会副会長・ネットメロン専門部長　佐藤秀一 さん
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庄
内
砂
丘
は
メ
ロ
ン
の

栽
培
に
最
適

　

メ
ロ
ン
栽
培
は
水
分
管
理
が
重

要
で
す
。
土
壌
に
水
分
が
多
い
と

そ
れ
を
吸
収
し
て
糖
度
が
下
が
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
温
度
も

大
切
で
、
成
長
段
階
に
応
じ
て
、

細
か
な
温
度
管
理
が
必
要
で
す
。

　

庄
内
砂
丘
は
、
水
は
け
が
良
く

水
分
を
管
理
し
や
す
い
こ
と
に
加

え
、
良
質
な
地
下
水
を
利
用
で
き

る
こ
と
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き

い
こ
と
な
ど
、
メ
ロ
ン
栽
培
に
適

し
た
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
地
域

で
す
。

お
い
し
い
メ
ロ
ン
へ
の

こ
だ
わ
り

　

水
分
や
温
度
管
理
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
受
粉
の
際
は
蜜
蜂
を

使
い
、
よ
り
自
然
に
近
い
環
境
で

交
配
し
た
り
、
摘
果
の
基
準
を
設

け
、
一
玉
一
玉
に
栄
養
が
行
き
届

く
よ
う
に
し
た
り
、
収
穫
直
前
は

水
分
を
調
整
し
、
十
分
に
糖
度
を

高
め
た
り
す
る
な
ど
、
品
質
の
良

い
メ
ロ
ン
を
作
る
た
め
の
様
々
な

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
産
者
の
こ
だ
わ
り

が
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
お
い
し
さ

の
秘
密
な
の
で
す
。

　全国から14の産地が集結し、７月８日○土・９日○日に
開催されました。８日のビジネスサミット「産地首脳会
議」では、メロンの消費拡大や生産に関する課題に各産
地が力を合わせて取り組むことを確認。９日のイベント
サミットでは、メロンやメロンの加工品販売、ワンコイ
ン（500円）でのメロン食べ比べ、メロンスイーツの振
る舞いなどが行われ、県内外から約２万人が訪れました。。
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メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
を

き
っ
か
け
に

　

生
産
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
や
、
ほ
か
の
高
級
フ
ル
ー
ツ
の

台
頭
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に

生
産
・
消
費
量
が
減
少
傾
向
に
あ

る
メ
ロ
ン
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
若
い
世
代

の
後
継
者
も
多
く
、
比
較
的
活
力

あ
る
生
産
体
制
を
維
持
し
て
い
る

本
市
で「
全
国
メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
か
れ
、
多
く
の
人
に
Ｐ
Ｒ
で

き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
で
す
。

　

今
後
も
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
魅

力
と
お
い
し
さ
が
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
届
く
よ
う
、
市
は
様
々

な
機
会
を
通
し
て
、
関
係
団
体
や

生
産
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▲昭和44年８月

▲現在

メロンの集荷風景

つるおかの今昔
ミニ

0 10 20 30 40 50 60
（％）

庄内砂丘メロン

だだちゃ豆

さくらんぼ

つや姫

はえぬき

返礼品選択上位５品目（今年度６月末現在）

ふるさ
と納税

の

返礼品
で大人

気！

No.１
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市
政

鶴
岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

平
成
28
年
度
年
次
報
告

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
向
け
て
策
定
し
た
「
第
２
次
鶴

岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
役
所
等
で
行
う
全
て
の
業
務
に
伴
う

同
ガ
ス
排
出
量
を
、
平
成
25
年
度
～
29
年
度

の
５
年
間
で
平
均
５
％
（
対
22
年
度
比
）
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

28
年
度
の
同
ガ
ス
排
出
量
は
、
４
万
２
、
５

２
６
・
４
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
で
、
22
年
度
に
比
べ

７
・
３
５
％
の
減
で
し
た
。
本
市
で
は
、
引

き
続
き
節
電
と
省
エ
ネ
に
努
め
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８　

■他
市
HP

健
康
・
福
祉

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
５
民
生
区
（
第
五
学
区
）
…
今
野
弘
美

（
文
下
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
月
々
の
負

担
の
上
限
が
変
わ
り
ま
す

　

８
月
利
用
分
か
ら
一
般
区
分
（
市
民
税
課

税
世
帯
）
の
月
額
上
限
額
（
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
基
準
・
現
３
万
７
、
２
０
０
円
）

が
４
万
４
、
４
０
０
円
に
変
わ
り
ま
す
。
な

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

お
、
１
割
負
担
の
被
保
険
者
の
み
の
世
帯
に

は
、
年
間
を
通
し
て
の
負
担
額
が
増
え
な
い

よ
う
に
３
年
間
の
時
限
措
置
が
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

健
康
意
識
・
行
動
調
査
を
実

施
し
ま
す

　

保
健
施
策
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
８
月
下
旬
か
ら
9
月
下

旬
ま
で
に
、
各
地
域
の
保
健
衛
生
推
進
員
が

次
の
方
の
お
宅
に
調
査
票
を
配
布
し
、
後
日
、

回
収
に
伺
い
ま
す
。
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

■対
市
民
約
５
千
人
を
無
作
為
抽
出　

■問
本
所

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
１

高
齢
者
へ
長
寿
の
お
祝
い
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
下
旬
頃
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳

の
方
（
米
寿
。
昭
和
５
年
生
ま
れ
）
…
市
か

ら
賀
詞　

数
え
歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正

８
年
生
ま
れ
）
…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１

０
０
歳
の
方
（
大
正
6
年
４
月
１
日
～
大
正

７
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
９
２

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動　
　
　
　
　

日
曜
日
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

■日
10
月
15
日
○日　

■
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
９
時
30
分　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー　

■対
今
年
度
、
次
の
年
齢
に
な
る

女
性
各
先
着
25
人
（
子
宮
が
ん
検
診
…
20
歳

以
上　

乳
が
ん
検
診
…
40
歳
以
上
の
偶
数
年

齢
）　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
8
月
28
日
○月

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
に
免
除
制
度
あ
り
（
要

事
前
申
請
）

少
し
早
目
の
帰
宅
で
受
診
で
き
ま
す　
　
　
　
　

サ
ン
セ
ッ
ト
乳
が
ん
検
診

■日
11
月
６
日
○月
、
14
日
○火　

■
受
付
時
間

午
後
４
時
～
４
時
40
分　

■場
荘
内
地
区
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー　

■対
今
年
度
40
歳
以
上
の
偶

数
年
齢
に
な
る
女
性
先
着
40
人　

■費
１
、
２

０
０
円　

■申
９
月
15
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内

線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
免
除
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

年
金
・
医
療

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保

険
証
）
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
8

月
31
日
○木
で
す
。
9
月
１
日
○金
か
ら
使
用
す

る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と

め
て
８
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
記
載
内

容
を
確
認
し
、
間
違
い
が
あ
る
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
９
月
以
降
に
医
療
機
関
等
で

受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

○身
医
療
証
（
一
部
負
担
あ
り
）

の
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

   

８
月
１
日
○火
か
ら
重
度
心
身
障
害
（
児
）

者
医
療
証
（
一
部
負
担
あ
り
）
の
自
己
負
担

上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。
外
来
は
医
療
機
関
、

薬
局
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に
１

か
月
に
つ
き
１
万
４
、
０
０
０
円
（
年
間
上

限
14
万
４
、
０
０
０
円
）、
入
院
は
医
療
機

関
ご
と
に
１
か
月
に
つ
き
５
万
７
、
６
０
０

円
に
変
わ
り
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

に
つ
い
て

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
29
年
度

は
月
額
１
万
６
、
４
９
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し

て
受
け
取
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基

礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
す
る
場
合

は
、
付
加
年
金
も
繰
上
げ
・
繰
下
げ
に
な
り
、

受
け
取
る
金
額
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率

で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
29
年
度
現
況
の
届
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
現
況
の
届
出
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
届
出
期
間
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険
法
で
定
め
る
一
般
教
育
訓
練
給
付
金
を
受

給
で
き
る
方
は
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
額
〉）　

▼
共
通　

■対
20
歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方　

■他
市
HP
。
要
事
前
相
談

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

受
付
時
間（
午
後
）や
会
場
等
は
、
９
月
上

旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
・
■
会
場
（
就
学
予
定
校
）　

9
月
14
日

○木
…
豊
浦
小
（
同
校
）　

15
日
○金
…
藤
島
小

（
藤
島
地
域
の
小
学
校
）　

20
日
○水
…
朝
暘
一

小
（
同
校
）、
京
田
小
（
同
校
、
栄
小
）　

21

日
○木
…
湯
野
浜
小
（
同
校
）、あ
さ
ひ
小
（
同

校
）　

26
日
○火
…
大
山
小
（
同
校
）　

27
日

○水
…
西
郷
小
（
同
校
）　

28
日
○木
…
朝
暘
二

小
（
同
校
）　

29
日
○金
…
朝
暘
五
小
（
同
校
）　

10
月
４
日
○水
…
朝
暘
三
小
（
同
校
）、
櫛
引

公
民
館
（
櫛
引
地
域
の
小
学
校
）　

５
日
○木

…
朝
暘
六
小
（
同
校
）　

６
日
○金
…
朝
暘
四

小
（
同
校
）　

11
日
○水
…
あ
つ
み
小
（
温
海

地
域
の
小
学
校
）、
黄
金
小
（
同
校
、
斎
小
）　

等
を
確
認
し
、
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線

１
５
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
受
付
会
場　

■日
・
■場
８
月
１
日
○火
～

4
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
４
時
・
市
役
所
本

所
４
階
４
０
１
会
議
室
、
14
日
○月
～
18
日
○金

午
前
９
時
～
午
後
７
時
・
同
６
階
大
会
議
室

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ 

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　

■対
資
格
取

得
の
た
め
の
養
成
機
関
に
1
年
以
上
通
学
す

る
方
（
最
長
３
年
間
）　

■
支
給
額　

月
額

７
万
５
０
０
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
月
額
10
万
円
）　

■他
給
付
金
を
受
給
し
て

い
る
方
を
対
象
に
助
成
制
度
（
生
活
応
援
給

付
金
〈
■
支
給
額　

月
額
５
万
円
〉、
住
ま

い
応
援
給
付
金
〈
■対
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
ん

で
い
る
方　

■
支
給
上
限
額　

月
額
２
万

円
〉）
あ
り

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　

■対
就
職
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
指
定
の
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
た
方　

■
助
成
額　

受
講

料
等
の
60
％
の
額
（
上
限
20
万
円
〈
雇
用
保

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

12
日
○木
…
大
泉
小
（
同
校
、
上
郷
小
）、
広

瀬
小
（
羽
黒
地
域
の
小
学
校
）　

25
日
○水
…

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
）（
未

受
診
者
）　

■対
平
成
23
年
４
月
２
日
～
24
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予

定
者
（
東
日
本
大
震
災
で
の
避
難
等
で
本

市
に
住
所
の
な
い
児
童
も
受
診
が
必
要
で

す
）　

■問
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57

‐
４
８
６
５

税
・
生
活
・
そ
の
他

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

９
月
１
日
は
防
災
の
日 

防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
７

　

東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
を
教
訓
に
、
防

災
へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ
と

を
目
的
に
、防
災
の
日
の
前
後
１
週
間
は「
防

災
週
間
（
８
月
30
日
～
９
月
５
日
）」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
避
難
場
所

や
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く

と
と
も
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を

習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■日
８
月
29
日
○火
～
９
月
１
日
○金
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

■場
市
役
所
本
所　

■内
各
種
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
・
非
常
持
出
袋
・
防
災
資
機
材

の
展
示
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
そ
生
法
の

講
習
、
防
災
に
関
す
る
相
談
窓
口
開
設
等

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

だ
だ
ち
ゃ
豆
が
旬
を
迎
え
ま
す
！ 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
夏
バ
テ
予
防
や
美
容
に
も

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
だ
ち
ゃ

豆
を
食
べ
て
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
市
長
の
市
場
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や

庄
内
空
港
・
加
茂
水
族
館
等
で
の
振
る
舞
い

も
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３

鶴
岡
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙 

施
設
等
の
不
在
者
投
票
事
務
説
明
会

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
県

か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
等
の
職
員
を
対
象
と
し
た
、
事
務
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

■日
８
月
29
日
○火
午
前
10
時　

■場
市
役
所
本
所

■申
８
月
22
日
○火
ま
で
本
所
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
☎
内
線
６
４
１
へ

あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年

以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従

事　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向
上

及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者
の

模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
９
月
８
日
○金
ま
で

推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
３
へ

■他
市
HP

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

荘内病院

安心して受診できるように
チーム医療に取り組んでいます

▼ライフサポート委員会
　事務職員も含めた全職員が救命措置を
実践できるように、訓練・講習会を実施
しています。また、市内の医療従事者を
対象に、患者の突然の心停止へのチーム
での対処方法を学ぶ講習会を開催し、地
域の救急対応技術の向上を図っています。

▼呼吸サポートチーム（RST）
　人工呼吸器を装着した患者が早期に回
復できるように、呼吸器外科医師、麻酔
科医師、臨床工学技士、薬剤師、理学療
法士、看護師がチームを組み、平日の毎
朝、人工呼吸器を外すことができるか等
について検討しています。また、人工呼
吸や呼吸ケアに関する院内講演会や検討
会を開催し、安全かつ適正な管理ができ
るように取り組んでいます。

医療サービス向上の取り組み
■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6333

医師修学資金貸与基金を設置しました
　市内の企業「ＵＳグループ」から寄附
を受け、医師修学資金貸与基金を新設し
ました。荘内病院に勤務する医師の確保
を目的とした、医学生への貸与資金の一
部として活用されます。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 つるおか食文化市場 FOODEVER（フーデェヴァー）　グランドオープン

＜つるおか食文化市場FOODEVER（マリカ東館１階）＞

鶴岡の食文化と観光の情報発信拠点が誕生。「食
の都庄内」親善大使の奥田政行氏と土岐正富氏
がプロデュースする飲食店や、地元食材や地酒

７. 1
が楽しめるフードコート、産地直送の青果や鮮
魚等の物販店のほか、鶴岡市観光案内所も併設。
オープンを祝う多くの市民でにぎわいました。

鶴岡 加茂水族館200万人記念セレモニー

リニューアルして３年。200万人目の入
館者は宮城県の小林徹さんです。認定書
と記念品が贈られました。

６. 12

＜加茂水族館＞

温海 赤かぶ大学　2017開講

今年のテーマは「温海地域の伝統文化を
学ぶ」。受講生はあつみ焼きを学び、個
性豊かな楽焼のかっぱを作りました。

６. 21

　　　　＜温海ふれあいセンター＞
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藤島 田んぼの生き物調査

稲作と自然の関わりを学ぶため田んぼを
調査しました。子供たちはふだん目にし
ない生き物探しに熱中していました。

６. 22

＜渡前小＞

鶴岡 山形大学医学部室内合奏団サマーコンサート in 荘内病院

県内の病院等で演奏する同合奏団を招い
ての初めての催し。多くの入院患者や家
族がすてきな音色に耳を傾けました。

７. 1

＜荘内病院＞

櫛引 櫛引さくらんぼまつり

県内外から約320人がさくらんぼ狩りに
来場。たわわに実った赤い果実をもぎ取
り口に運ぶと、自然と笑顔がこぼれます。

６. 25

＜産直あぐりほか＞

羽黒 摩訶不思議！出羽三山展 山伏×妖怪×神さま仏さま

蜂子皇子、塩田行屋の御沢仏、水天狗、
山伏など、出羽三山信仰の異形のものを
テーマとした資料が展示されています。

７．7
～

11.27

＜いでは文化記念館＞

櫛引 趣味の講座「クラフトテープバスケットづくり」

テープを編み込みながら、2時間ほどで
小物入れが完成しました。思い思いの出
来栄えで使い道の想像も膨らみます。

７. 11

＜櫛引公民館＞

ユネスコ食文化創造都市のパルマ市との
交流事業。パルマ産生ハムを使った創作
料理が期間限定で提供されました。

７. 8
   ～17

＜フーデェヴァー＞

鶴岡 イタリア・パルマと鶴岡 美味しい共演。



10

催
し

核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
パ
ネ
ル
等
の
展
示 

戦
争
と
平
和
の
資
料
展

■日
８
月
４
日
○金
～
10
日
○木
午
前
９
時
～
午
後

７
時
（
10
日
は
午
後
１
時
ま
で
）　

■場
第
三

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問
本
所
総

務
課
☎
内
線
３
１
５

湯
野
浜
海
岸
の
催
し

▼
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験　

■日
８
月
13
日
○日
ま

で
の
午
前
９
時
～
11
時
（
湯
野
浜
海
水
浴
場

南
側
駐
車
場
集
合
）　

■定
各
日
５
組　

■費
１

組
４
、
０
０
０
円　

■申
希
望
日
前
日
ま
で

▼
ミ
ニ
花
火　

■日
８
月
14
日
○月
ま
で
の
午
後

８
時
30
分　

■他
14
日
午
後
８
時
か
ら
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

▼
共
通　

■申
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75
‐

２
２
５
８

陶
芸
家
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ヌ
・
ペ
ロ
シ
ョ
ン
＆
写
真

家
山
本
豊
～
光
彩
と
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
対
話
～

■日
８
月
10
日
○木
～
９
月
５
日
○火
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

■内
陶
芸
と
写
真
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
展
示　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生

…
３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円

■場
・
■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

オ
ー
ル
や
ま
が
た
２
０
１
８      

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
学
生
就
職
面
接
会

■日
８
月
10
日
○木
午
後
１
時
～
４
時
30
分　

■場

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■対
来

年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生　

■内
個
別
面
接

（
県
内
に
本
社
ま
た
は
就
業
場
所
の
あ
る
企

業
約
１
４
０
社
参
加
予
定
）　

■問
山
形
労
働

局
職
業
安
定
課
☎
０
２
３
‐
６
２
６
‐
６
１

０
９
ま
た
は
県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

「
本
場
！
だ
だ
ち
ゃ
豆
」 

収
穫
イ
ベ
ン
ト

■日
８
月
11
日
○金
・
20
日
○日
午
前
８
時
～
11
時　

■場
布
目
公
民
館　

■内
だ
だ
ち
ゃ
豆
10
株
の
収

穫　

■費
１
、
０
０
０
円　

■問  

Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業

支
援
室
☎
０
７
０
‐
６
９
５
５
‐
２
１
０
１

歴
史
街
道
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
～
六
十
の
詣
で
Ⅱ
～

■日
８
月
11
日
○金
午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
田
麦
俣
→
細

越
峠
→
湯
殿
山
神
社
本
宮　

■定
先
着
25
人

■費
３
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
８
月

６
日
○日
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐

３
４
１
１
へ

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部 

納
涼
囲
碁
大
会

■日
８
月
11
日
○金
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館

■対
Ａ
ク
ラ
ス
…
４
段
以
上　

Ｂ
ク
ラ
ス
…
３

段
以
下ス

テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会 

「
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
よ
う
」

■日
８
月
12
日
○土
午
後
８
時　

■場
田
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
星
座
解
説
、
星
の
観

望　

■費
小
学
生
以
上
１
０
０
円　

■持
懐
中
電

灯
、
マ
ッ
ト
等　

■問
同
会　

■他
中
学
生
以
下

保
護
者
同
伴
。
天
気
に
よ
っ
て
中
止
の
場
合

あ
り
。
工
作
（
■費
１
０
０
円　

■持
は
さ
み
、

の
り
等
）
あ
り

新
民
館
（
旧
大
山
小
校
舎
）

が
開
館
し
ま
す

■日
８
月
14
日
○月
・
15
日
○火
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■場
・
■問
大
山
小
☎
33
‐
２
５
７
０

湯
殿
山
本
宮
祭

■日
８
月
15
日
○火
午
前
11
時　

■場
・
■問
湯
殿
山

神
社
本
宮
☎
54
‐
６
１
３
３

本
市
を
代
表
す
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト 

鶴
岡
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク

▼
荘
内
大
祭　

■日
８
月
15
日
○火
（
14
日
○月
宵

祭
り
）　

■問
同
祭
奉
行
所
☎
22
‐
８
１
０
０

▼
赤
川
花
火
大
会　

■日
８
月
19
日
○土　

■問
同

大
会
情
報
ガ
イ
ダ
ン
ス
ダ
イ
ヤ
ル
☎
64
‐
０

７
０
１　

■他
HP　

▼
お
ぃ
や
さ
祭
り　

■日
８
月
20
日
○日　

■問
同

祭
り
実
行
委
員
会
☎
25
‐
０
６
１
３

▼
共
通　

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
内
線
５
６

４
戸
沢
花
胡
蝶
歌
舞
伎

■日
８
月
16
日
○水
午
後
１
時　

■場
戸
沢
自
治
公

民
館　

■
演
目　

菅
原
伝
授
手
習
鑑
寺
子
屋

の
場　

■問
温
海
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
43
‐
４

６
１
７救

命
法
等
の
基
本
訓
練
・
船
舶
事
故
訓
練 

鶴
岡
市
海
難
救
助
訓
練

■日
８
月
23
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■場
堅
苔
沢

漁
港　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

ま
た
は
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐
４
６

１
１
へフ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト 

ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ 

夏
の
蜃
気
楼

■日
８
月
25
日
○金
～
27
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

６
時
30
分
（
25
日
は
午
後
４
時
か
ら
、
27
日

は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ムつ

る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
８
月
27
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
天
狗
森
林
道
等　

■定

先
着
30
人　

■内
散
策
、
森
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

大
学
生
…
２
５
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
８
月

１
日
○火
～
15
日
○火
に
本
所
環
境
課
☎
内
線
７

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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０
８
へ道

の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

オ
ー
プ
ン
26
周
年
行
事

■日
８
月
27
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
７
時　

■内

抽
せ
ん
会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
山
戸

能
「
夕
陽
能
」（
午
後
５
時
30
分
～
7
時
）　

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

鶴
岡
高
等
養
護
学
校　

ほ
の
ぼ
の

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
＆
学
校
公
開

■日
８
月
30
日
○水
午
前
10
時
～
正
午　

■対
特
別

支
援
教
育
に
関
心
が
あ
る
方
、
障
害
者
雇
用

を
考
え
る
事
業
所
の
方
、
地
域
の
方
等　

■内

野
菜
・
木
工
製
品
等
の
販
売
、
施
設
見
学
、

授
業
参
観　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１

「
最
高
の
お
も
て
な
し
」
～
女
将

と
し
て
生
か
さ
れ
て
あ
る
日
々
～

■日
８
月
30
日
○水
午
後
３
時　

■場
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡　

■師
佐
藤
洋
詩
恵
氏
（
日
本
の
宿

古
窯
二
代
目
女
将
）　

■申
鶴
岡
地
区
物
産
協

同
組
合
☎
64
‐
８
７
０
１

市
民
サ
ロ
ン
第
１
講
「
新
た
な
視

点
で
再
発
見
!!
―
庄
内
歴
史
探
訪
」

■日
８
月
30
日
○水
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■師
山
田
陽
介
氏
（
元
県

立
高
校
校
長
）、
山
田
充
昭
氏
（
鶴
岡
高
専

創
造
工
学
科
准
教
授
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
内

鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
☎
23
‐
２
２
０
０

中
学
生
代
表
12
人
が
熱
い
思
い
を
発
表 

山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
鶴
岡
地
区
大
会

■日
８
月
31
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１

８
６
ま
た
は
鶴
岡
警
察
署
生
活
安
全
課
☎
28

‐
０
１
１
０
へ

発
掘
！
昭
和
の
16
ミ
リ
映
画
会 

～
お
と
な
の
た
め
の
名
画
館
～

■日
８
月
31
日
○木
午
後
２
時
30
分　

■定
先
着
30

人　

■内『
さ
よ
う
な
ら
カ
バ
く
ん
』『
奥
の

細
道
の
世
界
』　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25

‐
１
０
５
０

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
９
月
の
予
定
〉

▼
白
甕
社
美
術
展　

■日
９
月
１
日
○金
～
13
日

○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
（
１
日
は
午

後
１
時
か
ら
、
13
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
大
人
…
４

０
０
円　

学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
無
料

▼
同
祭
開
幕
式
典　

■日
９
月
２
日
○土
午
後
１

時
30
分　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
鶴
岡　

▽
展
示　

■日
・

■場
９
月
２
日
○土
～
10
日
○日
…
エ
ス
モ
ー
ル
・

FO
O
D
EV
ER

（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

▽

舞
台　

■日
・
■場
３
日
○日
…
マ
リ
カ
広
場
、
３

日
○日
・
10
日
○日
…
丙
申
堂
、
９
日
○土
・
10
日

○日
…
エ
ス
モ
ー
ル
、
10
日
○日
…
鶴
岡
タ
ウ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
ロ
テ
ィ
ー　

▽
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
魔
法
の
絵
画
を
作
ろ
う
！
」　

■日
３
日
○日　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■対
小
学
生
12
人　

■費
５
０
０
円　

■申
市
民
ア

ー
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
57
‐
２
０
０
８

▼
錦
心
流
琵
琶
演
奏
会　

■日
９
月
10
日
○日
午

後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
田
川
民
話
の
会
語
り
市　

ん
だ
ば
、
語
て

み
っ
が
の
。
三
川
宿　

■日
９
月
10
日
○日
午
後

１
時
30
分　

■場
な
の
花
温
泉
「
田
田
」

▼
書
法
研
究
山
紫
会
展　

■日
９
月
15
日
○金
～

18
日
○月
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
18
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム▼
さ
ゞ
波
会
民
謡
と
舞
踊
の
つ
ど
い　

■日
９

月
17
日
○日
午
後
０
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
あ
つ
み
作
品
展　

■日
９
月
22
日
○金
～
24
日

○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
24
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
裏
千
家
秋
の
茶
会　

■日
９
月
24
日
○日
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分　

■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
荘
内
流
公
演　

■日
９
月

24
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
佳
陽
会
日
本
画
展　

■日
９
月
26
日
○火
～
10

月
１
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
26

日
は
午
後
２
時
か
ら
、
１
日
は
午
後
４
時
ま

で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
畊
雅
会
か
な
書
作
展
　
■日
９
月
29
日
○金
～

10
月
１
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場
鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会
へ
の
投
稿　

■費
１
、

５
０
０
円
（
同
会
〈
■日
10
月
15
日
○日
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

■場
図
書
館
本
館
〉
へ
の
参

加
は
５
０
０
円
増
し
）　

■申
８
月
30
日
○水
ま

で
同
館
内
実
行
委
員
会
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
内

「
芸
術
文
化
協
会
」事
務
局
☎
57
‐
２
０
０
８

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

水
田
農
業
試
験
場 

参
観
デ
ー

■日
９
月
２
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■内

試
験
ほ
場
案
内
、
研
究
成
果
展
示
、
お
米
パ

ン
・
お
に
ぎ
り
等
の
試
食
、
特
製
し
お
り
と

つ
や
姫
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
農
産
加
工
品
展
示
販

売
等　

■場
・
■問
同
試
験
場
☎
64
‐
２
１
０
０

同
志
社
校
友
会
山
形
県
支
部 

設
立
20
周
年
記
念
特
別
講
演
会

■日
９
月
２
日
○土
午
後
４
時　

■場
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡　

■内「
―
同
志
社
に
碑
の
建
つ
韓

国
の
詩
人
―
尹
東
柱
と
茨
木
の
り
子
に
つ
い

タクト鶴岡完成内覧会・見学会
文化会館

■申タクト鶴岡開館準備担当☎24‐5188

◆内覧会【９月23日○土 午前10時～午後４時】

　タクト鶴岡の完成内覧会を開催します。申込
みは不要です。ぜひご参加ください。

◆見学会
　自治会などの団体、小グループや個人の見学
を受け付けます（市外の個人・団体は有料）。
■見学日

▽10月…６日○金、７日○土、11日○水、13日○金、
20日○金、23日○月、25日○水、27日○金、30日○月

▽ 11月…１日○水、６日○月、８日○水、11日○土、
13日○月、15日○水、17日○金、20日○月、22日○水、
24日○金、27日○月、29日○水
■見学時間

▽団体（10人以上）…ご相談に応じます

▽個人・10人未満の小グループ（■定20人程度）
…午前11時（正午終了予定）

▼共通
■申見学日の２週間前までに電話等でお申し込み
ください
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て
」戸
村
雅
子
氏（『
茨
木
の
り
子
へ
の
恋
文
』

著
者
）鶴

岡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
く
る
り
ん
館
」休
日
見
学
会

■日
９
月
３
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
同
館　

■内
く
る
り
ん
館
探
検
隊
、
リ
サ
イ

ク
ル
工
作
、
ご
み
分
別
講
座
、
再
生
品
の
展

示
と
抽
せ
ん　

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２

８
４
８
ま
た
は
同
館
☎
35
‐
３
５
５
７
へ

庄
内
広
域
行
政
組
合
ぐ
る
っ

と
庄
内
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

■日
９
月
８
日
○金
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
鶴

岡
公
園
集
合
）　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
方
25

人　

■内
遊
佐
町
湧
水
群
・
南
洲
神
社
等
見
学
、

刈
屋
梨
狩
り
等　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
８

月
18
日
○金
ま
で
ト
ム
旅
行
☎
０
２
３
４
‐
24

‐
３
８
１
６
へ　

■他
２
人
１
組
で
の
応
募
可

出
羽
庄
内
国
際
村
音
楽
祭
２
０
１
７

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
調
べ

■日
９
月
９
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■費
大
人
…

２
、
０
０
０
円　

大
学
生
…
１
、
５
０
０
円　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
５
０
０
円
（
当

日
は
各
５
０
０
円
増
し
）　

■場
・
■申
同
館
☎

25
‐
３
６
０
０

あ
つ
み
温
泉
野
外
能
楽　

「
せ
せ
ら
ぎ
の
能
」

■日
９
月
９
日
○土　

■時
・
■内
午
後
３
時
…
あ
つ

み
保
育
園
鼓
隊
、
鶴
岡
中
央
高
校
天
魄
太
鼓

５
時
…
熊
野
神
社
獅
子
舞
、
五
十
川
神
楽
、

佐
藤
善
人
歌
謡
シ
ョ
ー　

７
時
…
山
戸
能
・

黒
川
能
上
演　

■場
あ
つ
み
温
泉
「
朝
市
広
場

特
設
舞
台
」（
雨
天
時
は
温
海
温
泉
林
業
セ

ン
タ
ー
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
先
着
１
０

０
席
、ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
。
無
料
席
あ
り
）　

■申
あ
つ
み
温
泉
魅
力
づ
く
り
推
進
委
員
会
☎

43
‐
２
０
２
４

月
山
ワ
イ
ン
・
ジ
ュ
ー
ス
飲
み
放
題

月
山
ワ
イ
ン
ま
つ
り

■日
９
月
10
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■場

赤
川
河
川
緑
地　

■内
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
特
産

品
直
売
コ
ー
ナ
ー
、
抽
せ
ん
会
等　

■費
大
人

…
３
、
０
０
０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０
円

■
前
売
り
券
取
扱
い
（
完
全
前
売
り
制
）

８
月
31
日
○木
ま
で
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
本
所
・

各
支
所
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
本
所
・
各
支
所
・
産
直

館
各
店
、
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
、
産
直
あ
さ

ひ
・
グ
ー
、
出
羽
商
工
会
各
セ
ン
タ
ー
、
庄

内
総
合
支
庁
、
市
役
所
本
所
売
店
、
朝
日
庁

舎
産
業
建
設
課
へ　

■問  

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
本

所
内
「
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎

64
‐
３
０
０
０

鶴
岡
市
敬
老
の
つ
ど
い

■日
９
月
22
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
中
央
公

民
館　

■対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方　

■内

田
川
保
育
園
児
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
式
典
、

講
演
、
各
団
体
の
発
表　

■
入
場
整
理
券
配

布　

老
人
ク
ラ
ブ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

六
十
里
越
街
道 

歴
史
旅 

～「
ゆ
ど
の
詣
で
」全
行
程
を
歩
く
～

■日
９
月
16
日
○土
～
18
日
○月
午
前
８
時
～
午
後

５
時
（
18
日
は
午
後
４
時
ま
で
。
各
日
月
山

あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
・
■費
16
日
…
松

根
→
注
連
寺
→
大
日
坊
→
田
麦
俣
（
３
、
０

０
０
円
）　

17
日
…
田
麦
俣
→
蟻
腰
坂
→
湯

殿
山
奥
の
院
（
３
、
８
０
０
円
）　

18
日
…

湯
殿
山
有
料
道
路
料
金
所
→
大
岫
峠
→
志
津

温
泉
（
２
、
３
０
０
円
）　

■定
各
日
先
着
25

人　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
８
日
○金
ま
で
あ
さ

ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス 

生
物
の
多
様
性
を
考
え
る

■日
９
月
16
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
15
分　

■対
高
校
生
先
着
20
人　

■内
講
義
「
生
物
の

多
様
性
を
考
え
る
」、
実
験
「
土
壌
微
生
物

を
観
察
す
る
」「
植
物
を
分
析
す
る
」「
昆

虫
を
観
察
す
る
」　

■師
安
田
弘
法
氏
（
山
大

農
学
部
教
授
）、
西
澤
隆
氏
（
同
）、
俵
谷
圭

太
郎
氏
（
同
）、
村
山
秀
樹
氏
（
同
）、
佐
藤

智
氏
（
同
准
教
授
）　

■場
・
■申
９
月
1
日
○金

ま
で
同
学
部
企
画
広
報
室
☎
28
‐
２
９
１
１

へ　

■他
昼
食
あ
り

木
古
内
を
訪
ね
る
会
25
周
年
記
念
事
業 

姉
妹
都
市
木
古
内
町
と
函
館
訪
問

■日
11
月
３
日
○金
～
５
日
○日
（
２
泊
３
日
）

■定
先
着
20
人　

■費
７
万
円
（
交
通
費
・
宿
泊

費
等
）　

■申
８
月
25
日
○金
ま
で
同
会
事
務
局

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

教
室
参
加
者
募
集

▼
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス　

■日
月
曜
日
午
後
６
時
30

分　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円

▼
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
エ
ア
ロ　

■日
毎
月
第
２

～
第
４
水
曜
日
午
後
７
時
30
分　

■費
月
額
１
、

５
０
０
円

▼
ピ
ラ
テ
ィ
ス　

■日
毎
月
第
２
～
第
４
金
曜

日
午
後
７
時　

■費
月
額
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■費
登
録
費
１
、
０
０
０
円　

■場
・

■申
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同
ク
ラ
ブ
☎

53
‐
３
３
０
２

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
８
月
７
日
○月
、
９
月
11
日
○月
午
後

７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

８
月
、
９
月
の
毎
週
２
回
午
後
２
時
、
７
時　

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

８
月
10
日
○木
、
９
月
14
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
体
育
館
（
☎
57
‐
４
３
１
１
）　

■日

①
８
月
11
日
○金
・
25
日
○金
、
９
月
８
日
○金
・

22
日
○金　

②
８
月
15
日
○火
、
９
月
５
日
○火
・

19
日
○火
、
10
月
３
日
○火　

■時
①
午
後
７
時

②
２
時
30
分　

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
８
月
10
日
○木
午
前

10
時
～
11
時
30
分　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

交
流
や
相
談　

■費
１
０
０
円

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
の
つ
ど
い

■日
8
月
24
日
○木
午
前
10
時　

■内
認
知
症
ケ
ア

の
話
、
介
護
者
交
流　

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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こ
♥

ふ
る
）　

■申
各
日
２
日
前
ま
で
長
寿
介
護

課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
８
月
18
日
○金
、
９
月
６
日
○水
・
22
日
○金
、

10
月
４
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上

■費
３
０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐

２
１
４
３　

■他
要
予
約

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す 

鶴
岡
市
民
総
合
体
育
大
会　

■日
8
月
26
日
○土
・
27
日
○日　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館
等　

■内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
弓
道
、
卓
球
、

柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
等

18
競
技
の
大
会　

■問
同
館
☎
25
‐
８
１
３
１

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
７
鶴
岡

■日
８
月
26
日
○土
午
後
０
時
30
分
～
27
日
○日
午

後
０
時
30
分　

■場
鶴
岡
公
園
疎
林
広
場　

■内

リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
等　

■費
１
、０
０
０
円（
サ

バ
イ
バ
ー
〈
が
ん
の
告
知
を
受
け
た
方
〉
と

高
校
生
以
下
は
無
料
）　

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
古
の
六
十
里
越
街
道
を
行
く　

■日
９
月
２

日
○土
午
前
８
時
30
分
（
旧
田
麦
俣
分
校
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
田
麦
俣
→
弘
法
茶
屋
跡
→
独
鈷
茶
屋
跡
→

起
点
（
約
７
㎞
）　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０

円　

中
学
生
以
下
…
７
０
０
円　

■持
お
わ
ん　

■申
8
月
21
日
○月
～
28
日
○月

▼
羽
州
浜
街
道　

波
渡
岬
と
笠
取
峠
を
行
く

■日
９
月
９
日
○土
午
前
９
時
（
五
十
川
駅
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所

発
）　

■場
同
駅
→
波
渡
岬
→
小
波
渡
→
笠
取

峠
→
気
比
神
社
→
坂
本
屋
（
約
９
㎞
）　

■費

大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５

０
０
円　

■申
８
月
28
日
○月
～
９
月
４
日
○月

▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■持
コ
ッ
プ
、
箸
等　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約

糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー 

９
月
夜
コ
ー
ス
（
全
２
回
）

■日
９
月
５
日
○火
午
後
６
時
45
分
・
26
日
○火
７

時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
糖
尿
病
境
界
型
ま

た
は
治
療
中
の
方
先
着
20
人
（
お
お
む
ね
70

歳
ま
で
）　

■内
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
に
つ

い
て
の
講
話
、
ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ
賢
い
食
べ

方
体
験
等　

■師
内
科
医
師
、
管
理
栄
養
士
、

健
康
運
動
指
導
士
等　

■費
５
０
０
円　

■申
８

月
21
日
○月
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

内
線
３
６
８
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集 

開
脚
道 

秋
コ
ー
ス（
全
10
回
）

■日
９
月
６
日
○水
午
前
10
時
（
初
回
）　

■場
小

真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
４
、
０
０
０
円　

■内
柔
軟
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

■持
ヨ
ガ
マ

ッ
ト
（
貸
出
し
あ
り
）、
バ
ス
タ
オ
ル　

■申

同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
市
こ
こ
ろ
元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

■日
９
月
6
日
○水
午
後
６
時
40
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内
基
調
講
演
…

「
働
き
盛
り
世
代
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
後

藤
剛
氏
（
山
形
さ
く
ら
町
病
院
医
師
）　

パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
「
職
場
・
家

庭
・
地
域
で
支
え
合
う
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
」
深
井
航
太
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

医
師
）、
後
藤
剛
氏
、
小
南
孝
子
氏
（
羽
黒

地
域
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
応
援
団
）、
北

風
寸
美
氏
（
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
〈
か
ら
だ
館

に
こ
に
こ
倶
楽
部
〉
参
加
者
）　

■申
８
月
25

日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
４
へ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

午
前
コ
ー
ス
（
全
８
回
）

■日
９
月
11
日
○月
・
21
日
○木
、
10
月
３
日
○火
と

４
日
○水
と
６
日
○金
の
う
ち
１
日
・
12
日
○木
・

26
日
○木
、
11
月
９
日
○木
・
24
日
○金
、
12
月
７

日
○木
午
前
９
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
昭
和
23
年
４
月
２

日
～
53
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
次
の

全
て
に
該
当
す
る
方
20
人　

▽
肥
満
解
消
の

た
め
減
量
を
希
望　

▽
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
格
指
数
）

が
23
～
30
、
ま
た
は
腹
囲
が
85
㎝
以
上
の
男

性
、
90
㎝
以
上
の
女
性
（
医
師
か
ら
運
動
を

禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
。
服
薬
中
の
方

は
医
師
に
要
相
談
）　

▽
こ
れ
ま
で
同
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
い
な
い
方　

■内
運
動
実
技
、

健
康
学
習
、
生
活
習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談　

■費
１
、
２
２
０
円　

■申
８
月
18
日
○金
ま
で
健

康
課
☎
内
線
３
７
０
へ　

■他
市
HP

遊
び
心
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り 

鶴
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
苑（
全
４
回
）

■日
９
月
12
日
○火
・
26
日
○火
、
10
月
10
日
○火
・

24
日
○火
午
後
７
時　

■定
先
着
30
人　

■費
２
、

０
０
０
円　

■場
・
■申
小
真
木
原
総
合
体
育
館

内
「
鶴
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
事

務
局
☎
25
‐
８
１
３
１

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

大
会
参
加
チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■日
10
月
２
日
○月
～
12
月
４
日
○月　

■対
ク
ラ
ブ

男
子
・
女
子
、
実
業
団
、
シ
ニ
ア
（
35
歳
以

上
）、
ミ
ド
ル
（
男
女
混
合
）、
個
人
は
鶴
岡

地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
登
録
チ
ー

ム
で
の
参
加　

■費
１
チ
ー
ム
８
、
０
０
０
円

（
同
連
盟
未
登
録
チ
ー
ム
は
別
途
登
録
料
７
、

０
０
０
円
。
個
人
は
参
加
チ
ー
ム
に
よ
る
）　

■申
９
月
２
日
○土
ま
で
同
連
盟
事
務
局

子
育
て
・
子
供
向
け

親
子
で
楽
し
む 

科
学
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

■日
８
月
５
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■対

未
就
学
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学

生
だ
け
の
参
加
も
可
）　

■内
様
々
な
テ
ー
マ

の
科
学
実
験
や
も
の
づ
く
り
体
験　

■場
・
■申

鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９
０
１
４

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
８

月
６
日
○日
、
９
月
９
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
８
月
17
日

○木　

②
９
月
12
日
○火　

■時
午
前
10
時　

■対
市

内
在
住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
29
年
２
月
～

４
月
生
ま
れ　

②
29
年
３
月
～
５
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え

る
妊
婦　

■内
触
れ
合
い
遊
び
、
テ
ィ
ー
タ
イ

ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
８
月
14
日
○月
ま



14

で　

②
８
月
18
日
○金
～
９
月
８
日
○金

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
８
月
24
日
○木　

②
９
月
15
日
○金　

■時
午
前
10
時　

■対
市
内
在

住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
28
年
８
月
～
29
年

１
月
生
ま
れ　

②
28
年
９
月
～
29
年
２
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
離
乳
食
の
話
、

触
れ
合
い
遊
び　

②
触
れ
合
い
遊
び
、
赤
ち

ゃ
ん
と
音
楽
を
楽
し
も
う　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
８
月
21
日
○月
ま
で　

②
８
月
25
日
○金
～

９
月
12
日
○火

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
４
１中

央
児
童
館　

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
将
棋
大
会　

■日
８
月
19
日
○土

午
後
２
時　

■場
同
館　

■対
小
学
生
20
人　

■申

８
月
17
日
○木
ま
で

▼
命
の
重
み
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ　

赤
ち
ゃ

ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

■日
９
月
１
日
○金
午
後
２

時
10
分　

■場
鶴
岡
中
央
高
校　

■対
12
か
月
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
10
組　

■内
高
校
生

と
の
触
れ
合
い　

■申
８
月
１
日
○火
～
26
日
○土

▼
幼
稚
園
・
保
育
園
説
明
会　

■日
保
育
園
…

９
月
５
日
○火　

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
…

７
日
○木　

■時
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
来
春

入
園
予
定
の
子
供
の
保
護
者　

■申
８
月
22
日

○火
ま
で

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■日
９
月
10
日
○日
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

■場
同
館　

■内
乳
幼
児
～
小
学

生
の
衣
類
・
玩
具
等
の
販
売
（
全
品
５
０
０

円
以
下
）　

■他
出
店
者
（
■定
午
前
・
午
後
の

部
各
11
人　

■費
１
５
０
円　

■申
８
月
５
日
○土

～
25
日
○金
）・
大
型
商
品
販
売
委
託
品
（
■費

委
託
料　

■申
９
月
９
日
○土
ま
で
）
募
集

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

南
部
児
童
館

▼
遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

■日
・
■内

・
■師
８
月
７
日
○月
午
後
１
時
30
分
…
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
み
ん
な
で
作
ろ
う
！
児
童

館
フ
ラ
ッ
グ
!!
」（
渡
辺
尚
子
氏
）、
９
日
○水

午
後
２
時
30
分
…
お
り
が
み
教
室
（
伊
藤
進

氏
）　

■場
同
館　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
■日
７

日　

■対
中
学
生
、
高
校
生
）
募
集

▼
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
の
た
の
し
い
お
は
な

し
会　

■日
8
月
30
日
○水
午
前
11
時　

■場
同
館　

■対
乳
幼
児
の
親
子

▼
楽
し
さ
満
点
！
森
で
遊
ぼ
う
in
大
鳥　

■日

９
月
９
日
○土
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時

（
同
館
集
合
）　

■場
大
鳥
自
然
の
家
、
タ
キ
タ

ロ
ウ
館
周
辺　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■内
魚

つ
か
み
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
自
然
散
策
等　

■費

５
０
０
円　

■申
８
月
24
日
○木
か
ら

▼
共
通　

■申
南
部
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
８
月
の
講
座 

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■日
８
月
25
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
保
育
園

長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
８
月
25
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
28
年
９
月
～
11
月
生
ま
れ
の

子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食

の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養
士
に

よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円　

■持
大

人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
、
甘
く

な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
８
月
18
日
○金
ま

で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

西
部
児
童
館

▼
の
ん
の
ん
め
い
ど　

ブ
ロ
ー
チ
・
ヘ
ア
ゴ

ム
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
８
月
26
日
○土

午
前
９
時
30
分
、
10
時
30
分　

■場
同
館　

■対

小
学
生
各
回
先
着
８
人（
親
子
で
の
参
加
可
）　

■費
１
個
４
０
０
円　

■申
８
月
７
日
○月
～
21
日

○月▼
パ
パ
と
あ
そ
ぼ
う　

ド
ラ
ム
缶
で
ピ
ザ
作

り
in
金
峰　

■日
９
月
３
日
○日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分　

■場
金
峰
少
年
自
然
の
家

■対
幼
児
・
小
学
生
の
親
子
先
着
15
組　

■費
４

６
０
円　

■申
８
月
14
日
○月
～
25
日
○金

▼
共
通　

■申
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１

親
子
人
形
劇
公
演

■日
８
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分
・
10
時
50
分　
　

■対
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
供
と
そ
の
保
護

者
各
回
先
着
50
組　

■内『
は
だ
か
の
王
様
』

『
た
ま
ご
た
ま
ご
な
ん
の
た
ま
ご
』　

■場
・
■申

櫛
引
公
民
館
☎
57
‐
５
６
７
０

夏
野
菜
の
収
穫
体
験
も
あ
り
ま
す 

お
や
こ
料
理
教
室

■日
８
月
27
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

■場
四
季
の
里
「
楽
々
」　

■定
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
６
組　

■師
土
岐
正
富
氏
（「
食

の
都
庄
内
」
親
善
大
使
）　

■費
１
組
１
、
５

０
０
円　

■申
８
月
９
日
○水
～
18
日
○金
に
藤
島

庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
６
０
へ

大
山
児
童
館 

川
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
よ
う

■日
８
月
26
日
○土　

■場
遊
佐
町　

■対
市
内
在
住

の
小
学
生
12
人
（
1
年
～
3
年
生
は
保
護
者

同
伴
）　

■申
８
月
１
日
○火
か
ら
同
館
☎
38
‐

０
２
６
０
へ

鶴
岡
市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

基
礎
講
習
（
全
７
回
）

■日
８
月
29
日
○火
～
９
月
１
日
○金
、
９
月
５
日

○火
・
６
日
○水
・
８
日
○金　

■時
午
前
９
時
30
分

～
正
午
（
8
月
30
日
は
午
後
０
時
30
分
、
８

月
29
日
・
31
日
、
９
月
８
日
は
３
時
ま
で
）　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
子
供
が
好
き
な
方
、
修

了
後
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
等
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
方
20
人　

■内
心
の
発
達
と
そ
の
問
題
、

小
児
看
護
の
基
礎
知
識
等　

■申
８
月
23
日
○水

ま
で
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２

７
４
１
へ

秋
の
大
自
然
を
心
と
体
で
た
っ
ぷ
り
味
わ
お
う
！ 

～
た
き
火
を
囲
ん
で
秋
の
め
ぐ
み
を
い
た
だ
く
会
～

■日
９
月
17
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分　

■場
大
鳥
地
区　

■対
小
学
生
以
上
の
子
を
持
つ

ひ
と
り
親
家
庭
先
着
10
組　

■申
８
月
31
日
○木

ま
で
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
へ

施
設
の
催
し

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
８
月
５
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

狩
猟
免
許
者
の
更
新
講
習

■日
８
月
30
日
○水
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時　

■対
免
許
有
効
期
間
が
９
月
14
日
○木
ま
で
の
方

■場
・
■申
８
月
21
日
○月
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
環

境
課
☎
66
‐
５
７
０
６
へ

シ
ニ
ア
の
方
へ
の
就
活
を
応
援
す
る
技
能
講
習
会 

介
護
補
助
業
務
ス
タ
ッ
フ
養
成

■日
８
月
30
日
○水
～
９
月
８
日
○金　

■場
ニ
チ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
鶴
岡　

■対
55
歳
以
上
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
登
録
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
求
職
中

の
方
10
人　

■申
８
月
16
日
○水
ま
で
山
形
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
☎
０
２
３
‐

６
２
６
‐
３
５
６
６
へ

心
肺
そ
生
法
な
ど
を
学
ぶ 

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
９
月
３
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
50
人　

■申
８
月
４
日
○金
～
27
日
○日
に

消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
へ

出
羽
庄
内
国
際
村 

外
国
語
講
座

▼
中
国
語　

■日
・
■費
入
門
（
全
14
回
）
…
９

月
８
日
～
12
月
15
日
の
金
曜
日
午
後
７
時
・

１
万
８
、
２
０
０
円　

初
級
（
全
15
回
）
…

９
月
７
日
～
12
月
21
日
の
木
曜
日
午
後
７

時
・
１
万
９
、
５
０
０
円　

中
級
（
全
14
回
）

…
９
月
２
日
～
12
月
16
日
の
土
曜
日
午
後
１

時
30
分
・
１
万
８
、
２
０
０
円　

子
ど
も
の

た
め
の
中
国
語
講
座
（
全
８
回
）
…
９
月
10

日
～
12
月
17
日
の
日
曜
日
午
後
４
時
・
４
、

講
座
・
講
習
会

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所 

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
料
理 

ド
ゥ
ア
ル
テ
さ
ん
の
台
所

■日
８
月
20
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ヒ
デ
ラ
ル
ド
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
氏

（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和
国
出
身
）　

■費
１
、
５

０
０
円　

■場
・
■申
８
月
５
日
○土
か
ら
同
館
☎

25
‐
３
６
０
０
へ

丸
岡
城
跡
史
跡
ガ
イ
ド 

養
成
講
座

■日
８
月
25
日
○金
・
27
日
○日
午
前
９
時
30
分
、

31
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
同
史
跡
公
園
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
等　

■定
15
人　

■内
丸
岡
史
跡

に
関
す
る
歴
史
・
文
学
講
座
、
現
地
研
修　

■申
８
月
20
日
○日
ま
で
同
施
設
（
前
田
）
☎
57

‐
５
５
５
６
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
講
座
（
全
４

回
）　

■日
８
月
29
日
○火
・
30
日
○水
、
9
月
５

日
○火
・
６
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

■定
５
人　

■費
３
万
６
、
０
０
０
円

▼
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
強
化
セ
ミ
ナ
ー　

■日
９

月
７
日
○木
午
前
９
時
10
分
～
午
後
４
時
50
分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

■日
９

月
12
日
○火
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
構
想
設
計
講
座（
全
２
回
）　

■日
９
月
14
日
○木
・
15
日
○金
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■定
５
人　

■費
２
万
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日
▽
健
康
相
談　

８
月
10
日
○木
・
24
日
○木
・

31
日
○木
、
９
月
７
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▽

Ｃ
Ｄ
寄
席　

８
月
23
日
○水
午
後
１
時　

▽
将

棋
大
会
（
■費
５
０
０
円　

■申
８
月
31
日
○木
ま

で
）　

９
月
６
日
○水
午
前
９
時　

▽
囲
碁
大

会
（
■費
７
０
０
円
〈
懇
親
会
参
加
の
場
合
は

２
、
０
０
０
円
〉　

■申
９
月
７
日
○木
ま
で
）　

９
月
13
日
○水
午
前
９
時　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ

ー
☎
24
‐
０
０
６
６

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
初
飛
来
日
あ
て
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
７　

■日
９
月
19
日
○火
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

ほ
と
り
あ
ピ
ザ
づ
く

り
体
験
＆
火
起
こ
し
体
験　

■日
８
月
12
日
○土

午
前
10
時
・
11
時
、
午
後
１
時
・
２
時　

■定

各
回
８
人　

■費
１
枚
１
５
０
円　

■申
８
月
10

日
○木
ま
で　

■他
要
予
約

▼
お
茶
っ
こ
会　

■日
８
月
16
日
○水
午
前
10
時

▼
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
都
沢
湿
地
の
外

来
植
物
駆
除
」　

■日
９
月
９
日
○土
午
前
９
時　

■申
９
月
７
日
○木
ま
で　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

夏
を
染
め
よ
う
草
木
染

■日
８
月
20
日
○日
・
26
日
○土
午
前
９
時
30
分

■定
各
日
先
着
10
人　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０

円　

子
供
…
１
、
０
０
０
円　

■申
８
月
１
日

○火
～
17
日
○木　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐

４
３
２
１

▼
夏
の
星
空
観
察
会　

■日
８
月
18
日
○金
午
後

７
時
（
同
館
集
合
）　

■内
星
座
等
の
話
、
野

外
観
察　

■持
双
眼
鏡
（
貸
出
し
あ
り
）
等　

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
木
陰
の
涼
風
」　

■日

８
月
19
日
○土
午
前
９
時
（
同
館
集
合
）　

■場

同
館
周
辺
（
10
㎞
）　

■費
３
０
０
円　

■申
８

月
14
日
○月
ま
で　

■他
流
し
そ
う
め
ん
あ
り

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
８
月
８
日
○火
・
25
日
○金

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

■場
同
館

■費
１
０
０
円

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
市
民
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
特
別
展
覧
会「
東

北
画
は
可
能
か
？
～
地
方
之
国
構
想
博
物
館

／
三
瀬
夏
之
介
個
展
～
日
本
の
絵
」　

▽
関

連
イ
ベ
ン
ト　

■日
８
月
５
日
○土
午
後
２
時

■内
講
演
会「
山
形
と
ア
マ
ゾ
ン
：
民
族
・
文
化
・

場
所
の
違
い
を
超
え
る
視
点
」
関
野
吉
晴
氏

（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）、
是
恒
さ
く
ら
氏

（
本
展
出
品
作
家
）　

▽
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト　

■日
19
日
○土
午
後
２
時　

■内「
東
北
画

と
は
何
か
？
」
三
瀬
夏
之
介
氏
、
鴻
崎
正
武

氏
、
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
「
裏
日
本
美
術
は
可
能

か
？
」
内
呂
博
之
氏
（
金
沢
21
世
紀
美
術

館
学
芸
員
）、
音
イ
ベ
ン
ト
「Sum

m
er is 

over  

―
で
ん
で
ら
で
ん
に
よ
る
夏
の
終
わ

り
の
即
興
地
獄
」
で
ん
で
ら
で
ん

▼
特
別
美
術
講
座
「
藍
染
め
研
究
。
天
然
の

素
材
と
色
を
楽
し
も
う
」（
全
２
回
）　

■日
８

月
26
日
○土
、
9
月
２
日
○土
午
後
１
時
30
分

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■内
糸
を
染

め
、ボ
ー
ド
織
り
体
験　

■師
栁
田
哲
雄
氏（
東

北
芸
術
工
科
大
学
講
師
）　

■費
２
、
５
０
０

円　

■持
ゴ
ム
手
袋
等　

■申
８
月
17
日
○木
ま
で

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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ン
タ
ー　

■費
１
、
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）　

■問
浅
賀
☎
０
９
０
‐
５
５
９
６
‐

４
１
４
３

入
居
時
期
10
月
上
旬 

県
営
住
宅
８
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
３
号
（
Ｂ
）、
茅
原
３

号
（
Ｂ
）、
末
広
１
号
（
Ａ
）・
２
号
（
Ａ
）

…
各
１
戸　

東
部
１
号
、
茅
原
２
号
（
Ｄ
）・

３
号
（
Ａ
）、
末
広
１
号
（
Ｂ
）
…
各
２
戸　

東
部
３
号
…
３
戸　

茅
原
１
号
…
７
戸　

■申

８
月
４
日
○金
～
10
日
○木
に
県
営
住
宅
指
定
管

理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

９
月
24
日
○日
に
小
真
木
原
陸
上
競
技
場
で
開
催

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

■定
市
内
在
住
の
方
先
着
20
人　

■
１
区
画

間
口
１
・
７
ｍ
×
奥
行
４
・
７
ｍ（
屋
根
あ
り
）　

■費
５
０
０
円　

■申
８
月
１
日
○火
～
17
日
○木
に

廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８
へ

９
月
15
日
○金
～
20
日
○水
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催 

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は
団

体　

■
種
別　

工
芸
、
手
芸
、
書
、
絵
画
、

写
真
（
１
人
２
点
以
内
）　

■申
８
月
18
日
○金

ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
☎
24
‐
８
６
４
０

へ　

■他
問
合
せ
は
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
９
３
で
も
可

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
鶴
岡 

世
界
料
理
人
交
流
事
業
参
加
者
募
集

■日
９
月
27
日
○水
～
10
月
４
日
○水
（
７
泊
８
日

〈
予
定
〉）　

■場
デ
ニ
ア
市
（
ス
ペ
イ
ン
）　

■定

１
人　

■内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
世
界
の
料
理

人
と
の
競
演
等　

■費
10
万
円
（
移
動
費
、
滞

危
険
物
取
扱
者
試
験 

準
備
講
習
会

■日
丙
種
…
９
月
13
日
○水　

乙
種
第
４
類
…
14

日
○木
・
15
日
○金
（
２
日
間
）　

■場
消
防
本
部

■申
８
月
28
日
○月
～
９
月
８
日
○金
に
消
防
本
部

予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
、
消
防
署
ま
た
は

消
防
各
分
署
へ

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

「
農
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
塾
」受
講
者
募
集

■日
10
月
１
日
○日
～
平
成
31
年
９
月
30
日
○月　

■場
山
大
農
学
部
等　

■対
大
学
入
学
資
格
が
あ

る
方
10
人　

■内
農
業
生
産
に
関
わ
る
基
礎
及

び
技
術
の
養
成　

■費
５
万
円（
分
割
納
付
可
）

■申
８
月
１
日
○火
～
９
月
15
日
○金
に
同
学
部
内

「
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」事
務
局
☎
０
７
０
‐

２
０
１
１
‐
５
６
１
５
へ

消
防
設
備
士
講
習 

■日
・
■内
10
月
５
日
○木
・
10
日
○火
…
警
報
設
備
、　

11
日
○水
…
消
火
設
備
、12
日
○木
…
避
難
設
備
・

消
火
器　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形

市
。
５
日
は
山
形
県
消
防
学
校
〈
三
川
町
〉）　

■申
８
月
18
日
○金
～
９
月
４
日
○月
に
山
形
県
消

防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７

７
へ　

■他
申
請
書
は
消
防
本
部
等
に
設
置

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

11
月
４
日
○土「
ふ
じ
し
ま
音
楽
祭
」で
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
ょ
う 

「
大
地
讚
頌
を
歌
う
会
」団
員

■
練
習
日　

8
月
３
日
以
降
の
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
30
分　

■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ

７
９
０
‐
２
０
２
９

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

地
域
発
！
季
節
の
味
だ
よ
り
料
理
教
室

■日
９
月
８
日
○金
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
20
人　

■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
温
海
地
域
会
員　

■費
１
、
２
０

０
円　

■場
・
■申
８
月
８
日
○火
～
25
日
○金
に
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

「
山
形
小
説
家
・
ラ
イ
タ
ー

講
座
」
鶴
岡
出
張
講
座

■日
９
月
９
日
○土
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館

■定
先
着
１
５
０
人　

■内
応
募
作
品
（
３
作
品

程
度
）
の
講
評
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

■師
角
田

光
代
氏
（
直
木
賞
作
家
）、池
上
冬
樹
氏
（
文

芸
評
論
家
）　

■費
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）　

■申
８
月
17
日
○木
か
ら
図
書
館
本
館

☎
25
‐
２
５
２
５
へ

▼
作
品
募
集　

■対
同
講
座
に
参
加
で
き
る
方　

■
規
格　

文
書
作
成
ソ
フ
ト
「
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
ワ
ー
ド
」
で
作
成
の
原
稿
用
紙
80
枚
以

内
（
Ａ
４
判
横
、約
40
字
×
30
行
の
縦
書
き
）　

■申
８
月
27
日
○日
ま
で
同
館
へ　

■他
市
HP

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会 

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修（
Ⅱ
）」

■日
９
月
25
日
○月
～
12
月
１
日
○金　

■場
中
央
公

民
館
、
鶴
岡
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
り
あ
い
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
え
づ　

■定
先
着
20
人　

■費
３
万
円
（
別
途
健
康
診
断
料
）　

■申
８
月

28
日
○月
～
９
月
８
日
○金
に
同
協
議
会
事
業
推

進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
24
‐
０
０
５
３
へ　

■他
説
明
会
（
■日
９
月
8
日
○金
午
後
６
時　

■場

に
こ
♥

ふ
る
）
へ
の
出
席
が
必
要

０
０
０
円　

朋
友

好
！
（
☆
）
…
毎
週
木

曜
日
午
後
７
時
・
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
始
め
よ
う
ド
イ
ツ
語
講
座
（
入
門
・
全
11

回
）　

■日
・
■費
９
月
５
日
～
11
月
28
日
の
火

曜
日
午
後
７
時
・
１
万
４
、
３
０
０
円　

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
入
門
（
全
14
回
）
…
９

月
５
日
～
12
月
19
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
30

分
・
１
万
８
、
２
０
０
円　

初
級
（
全
14
回
）

…
９
月
１
日
～
12
月
15
日
の
金
曜
日
午
後
７

時
・
１
万
８
、
２
０
０
円　

韓
国
と
の
出
会

い
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
2
時

▼
英
語　

■日
・
■費
初
心
者
英
会
話
（
全
13
回
）

…
９
月
７
日
～
12
月
14
日
の
木
曜
日
午
後
７

時
・
１
万
６
、
９
０
０
円　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

中
級
英
語
（
全
12
回
）
…
９
月
７
日
～
12
月

21
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
・
１
万
５
、
６
０

０
円　

か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店
（
☆
）

…
隔
週
木
曜
日
午
後
７
時
、
毎
週
土
曜
日
午

前
11
時
30
分

▼
ベ
ト
ナ
ム
語
（
☆
）　

■日
毎
週
日
曜
日
午

後
７
時
30
分

▼
ス
ペ
イ
ン
語
（
☆
）　

■日
日
曜
日
午
後
６

時▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

■他
各
講
座
受
講
者
３
人
以
上
で
開
講
。
見
学

可
。
☆
印
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ
ケ

ッ
ト
制女

性
の
た
め
の 

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
講
座

■日
９
月
３
日
、
10
月
22
日
、
11
月
19
日
、
12

月
３
日
、
来
年
２
月
18
日
の
日
曜
日
午
前
10

時　

■場
公
益
大
大
学
院　

■対
高
校
生
以
上
の

女
性
各
日
20
人　

■内「
自
分
の
感
情
に
う
ま

く
つ
き
あ
う
」
等　

■費
各
日
５
０
０
円　

■問

庄
内
ち
ぇ
り
あ
（
大
久
保
）
☎
０
９
０
‐
７

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

ご
み
の
分
け
方
出
し
方
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
す

　

五
十
音
順
に
ご
み
の
分
別
方
法
や
粗
大
ご

み
の
料
金
等
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
ご
み
処
理

の
過
程
な
ど
を
解
説
し
た
冊
子
を
８
月
１
日

○火
か
ら
全
戸
配
布
し
ま
す
。
ご
家
庭
に
届
か

な
い
場
合
や
、
ご
不
明
な
点
は
廃
棄
物
対
策

課
☎
22
‐
２
８
４
８
へ
。

山
形
県
が
正
社
員
を
目
指
す
方
を
応
援
し
ま
す 

登
録
説
明
会

　

求
職
活
動
中
の
非
正
規
労
働
者
、
求
職
者

を
対
象
に
職
場
定
着
ま
で
の
一
体
的
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

■日
８
月
６
日
○日
午
後
１
時
、
３
時　

■場
三
川

町
公
民
館　

■対
45
歳
未
満
の
求
職
活
動
中
の

方　

■申
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱
☎
０
２
３
‐
６

３
３
‐
５
６
０
８

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で
す
が
、
８
月
9
日

○水
・
16
日
○水
は
開
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０　

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課
☎

57
‐
４
８
６
８

山
形
の
家
づ
く
り
利
子
補
給
制
度

　

中
古
住
宅
購
入
向
け
の
利
子
補
給
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
購
入
を
お
考
え
の
方
は
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■問
山
形
県
県
土
整
備
部
建
築
課
☎
０
２
３
‐

６
３
０
‐
２
１
５
４

明
・
実
演
な
ど
を
通
し
て
森
林
の
整
備
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

■申
10
月
31
日
○火
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整

備
課
内
「
庄
内
林
業
研
究
会
」
事
務
局
☎

66
‐
５
５
３
７
へ

定
期
健
康
相
談
（
要
予
約
）

■日
ひ
き
こ
も
り
相
談
…
８
月
18
日
○金
、
９
月

15
日
○金　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
…
８
月
25
日

○金
、
９
月
８
日
○金
・
22
日
○金　

■時
午
後
１
時

30
分
・
３
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
２

人　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
６
４

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
中
間

申
告
分
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

　

税
務
署
か
ら
中
間
申
告
書
が
送
ら
れ
て
い

る
方
は
、
申
告
書
を
提
出
期
限
ま
で
に
提
出

し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
提
出
が
あ
っ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
振
替
納
付
を
ご
利
用

の
方
は
、
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
振
替
日

を
確
認
の
上
、
前
日
ま
で
に
預
貯
金
口
座
の

残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

は
HP
等
で
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

手
づ
く
り
絵
本
・
紙
芝
居 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
規
格　

▽
絵
本
…
８
ペ
ー
ジ
以
上
で
本
の

形
に
な
っ
た
も
の
（
形
式
・
材
料
は
自
由
）　

▽
紙
芝
居
…
用
紙
は
縦
26
・
５
㎝
×
横
38
・

２
㎝
（
市
販
紙
芝
居
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
判
）

ま
た
は
縦
29
・
７
㎝
×
横
42
㎝
（
Ａ
３
判
）。

紙
質
は
白
ボ
ー
ル
紙
等
の
板
紙
。
８
場
面
以

上
18
場
面
以
内　

■申
作
品
に
応
募
用
紙
を
添

付
し
８
月
31
日
○木
ま
で
図
書
館
本
館
☎
25
‐

２
５
２
５
へ

住
宅
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

■日
８
月
23
日
○水
午
前
10
時
～
11
時　

■場
市
役

所
本
所
４
階
ロ
ビ
ー　

■内
住
宅
新
築
・
増
改

築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の

相
談　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

こ
れ
か
ら
山
林
・
林
地
の
活
用
・
手
入
れ
を
考
え
て
い
る
方
へ 

休
日
林
家
を
応
援
し
ま
す

　

森
林
の
状
態
の
診
断
や
施
業
方
法
の
説

在
費
等
）　

■申
８
月
21
日
○月
ま
で
任
意
様
式

の
レ
ポ
ー
ト
（
志
望
動
機
等
）
を
本
所
食
文

化
創
造
都
市
推
進
課
☎
内
線
５
２
７
へ

募
集
し
ま
す 

鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業（
後
期
）

■対
市
内
の
団
体
が
主
体
的
に
行
う
、
自
然
、

歴
史
、
文
化
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事

業　

■
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
の
額
（
上
限
20
万
円
）　

■申
８
月

21
日
○月
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

■対
市
民
及
び
市
内
に
所
在
す
る
企
業
・
団
体

等　

■
各
賞
（
一
般
、
企
業
・
団
体
部
門

ご
と
）　

最
優
秀
賞
…
１
点　

優
秀
賞
…
３

点　

特
別
賞
…
数
点
　
■申
所
定
の
応
募
用

紙
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
写
真
を
３
～
５

枚
添
付
の
上
、
８
月
23
日
○水
ま
で
本
所
環
境

課
内
「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
☎
内

線
７
０
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■他
提
出
物
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
写
真
等

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

月の能 皇太神社奉納
「松山能」

■日８月20日○日午後６時30分
■場同神社能楽堂
■内能「屋島」、狂言「附子」、子ども狂言
「盆山」
■問酒田市松山総合支所建設産業課☎023
4‐62‐2611

みかわ納涼祭2017

■日８月26日○土午後４時～９時
■場いろり火の里イベント広場（雨天時は
三川町公民館ホール）
■内よさこい、ダンスパフォーマンス、テ
ント夜店等
■問同祭実行委員会事務局☎66‐4656

つちだよしはる絵本原画展
「みんなの図書館 Part3」

■日８月27日○日までの午前９時～午後 7
時（土曜・日曜日は５時まで〈月曜日、
祝日休館〉）
■場庄内町内藤秀因水彩画記念館
■問庄内町立図書館☎0234‐43‐3039

奥の細道鳥海　　　　　
ツーデーマーチ

■日　緑と庄内砂丘、日本海コース（40k
m・20km・10km・５km）…９月２
日○土　　水と鳥海山麓、自然コース（30
km・20km・10km・５km）…３日○日
■費2,000円（当日は200円増し。団体付
添いの保護者は1,000円。同付添いの
教員および高校生以下は無料）
■申８月10日○木まで遊佐町生涯学習セン
ター内「同実行委員会」事務局☎0234
‐72‐4114へ

●遊佐町

●庄内町

●酒田市

●三川町

▼

▼
広域情報掲示板ぐるぐる庄内　
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鶴岡とモルドバの架け橋になりたい

駐日モルドバ共和国大使館特命全権大使。大学で機械工学を
学び南米の大学で教べんを執る。その後、モルドバ国立農業
大学副学長や農業食品産業大臣の要職を務め、昨年、特命全
権大使に就任。農業関係で26の特許を持つ発明家。「モル
ドバ共和国」鶴岡ホストタウン推進事業で来鶴。

ブマコフ ヴァシレ さん

特別授業後、児童との交流（５月26日／櫛引南小）

　モルドバ共和国は日本から約8,000km離れた東
ヨーロッパに位置する国です。1991年、ソビエト
連邦の崩壊をきっかけに独立しました。人口は約
355万人。農業が盛んな国です。麦、大豆、桃、サ
クランボ、ブドウ等を栽培していますが、主要産業
はワインづくりで、主な輸出品もワインです。
　日本とモルドバが国交を結んで25年を超え、昨
年、ようやく日本にモルドバ大使館ができました。
大使の仕事は、私たちの国や会社を日本に紹介し、
技術をモルドバに持ち帰ったり、ワインや果物を日
本に輸出するための話合いをしたりすることです。
　日本の技術は素晴らしいですね。特に環境分野で
は世界のリーダーだと思います。そこで、日本の技
術を学ぼうと鶴岡の㈱渡会電気土木の皆さんと環境
やエネルギー事業などを中心に幅広い交流をしてい

ます。このことが発端で、東京
オリンピック・パラリンピック
のホストタウンとして鶴岡市に

私たちの選手を受け入れていただくこととなり、と
ても感謝しています。実際に競技場や練習場などを
見学しましたが、恵まれた環境にあると感じました。
ここでキャンプできる選手たちは幸せです。
　私たちの国では、日本製の車や電化製品は有名で
すが、日本人が優しいこと、和食がおいしいことは
あまり知られていません。なので、私はいつも日本
をＰＲしています。今では「ジャポネーズ（日本人）」
とあだ名が付くほどです。選手たちにも、自然や文
化、食など鶴岡の良さを体感してもらいたいですね。
きっと彼らは、楽しかったことや驚いたこと、おい
しかった食べ物や温かく迎え入れてくれた皆さんの
ことなどを、モルドバの人たちに伝えるでしょう。
　私たちはお客さんをもてなしたり、交流したりす
ることが大好きです。ホストタウン事業を通して私
たちの国のことを鶴岡の皆さんにも知ってもらえる
とうれしいですし、鶴岡とモルドバとの友好の輪が
更に広がることを願っています。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

湯
殿
山
に
公
共
交
通
機

関
で
行
く
に
は

　
夏
休
み
に
、
県
外
か
ら
遊
び
に
来
る

友
人
を
、
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
出
羽

三
山
の
一
つ
、
湯
殿

山
に
連
れ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
で
行

く
こ
と
は
で
き
ま
す

か
。

土
日
祝
日
に
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
運
行
し
て
い
ま
す

　

６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
に
鶴
岡
駅
周
辺
か
ら
羽
黒
山

や
湯
殿
山
を
結
ぶ
「
鶴
岡
観
光
し
ゃ
と

る
バ
ス
」
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
湯
殿
山
直
行

　

鶴
岡
駅
周
辺
か
ら
湯
殿
山
へ
直
行
す

る
便
は
1
日
１
往
復
で
す
。
行
き
は
エ

ス
モ
ー
ル
を
午
前
８
時
55
分
に
出
発
、

い
で
は
文
化
記
念
館
な
ど
を
経
由
し
、

湯
殿
山
に
到
着
す
る
の
は
10
時
14
分
で

QＡ
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休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　8/4 ～ 9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
８．12○土  10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
 〃 13：30 ～16：00 　　　　 〃
18○金 ９：30 ～ 11：30 市役所本所
 〃 13：00 ～ 15：30 　　 〃
24○木    ９：00 ～ 11：30 鶴岡中央工業団地管理センター
〃 13：00 ～ 15：30 　　　　   〃
29○火    13：30～ 15：30 鶴岡警察署

今月の各種相談窓口開設日　8/4 ～ 9/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ８日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 15日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線410 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 24日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 17日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 25日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

す
。
帰
り
の
便
は
湯
殿
山
を
午
後
４
時

15
分
に
出
発
、
鶴
岡
駅
な
ど
を
経
由
し
、

終
点
の
庄
内
観
光
物
産
館
に
到
着
す
る
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が
５
時
46
分
で
す
。
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金
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片
道
２
、

０
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０
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で
す
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■
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黒
山
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湯
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山

　

羽
黒
山
と
湯
殿
山
を
結
ぶ
便
も
1
日

２
往
復
あ
り
ま
す
。
羽
黒
山
頂
の
出
発

が
午
前
11
時
55
分
と
午
後
２
時
50
分
、

湯
殿
山
の
出
発
が
午
前
10
時
35
分
と
午

後
1
時
30
分
で
す
。
産
直
あ
さ
ひ
グ
ー

や
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
な
ど
を
経
由
し
、

片
道
の
所
要
時
間
は
約
1
時
間
５
分
で
、

料
金
は
１
、
５
０
０
円
で
す
。

　

羽
黒
山
に
は
路
線
バ
ス
で
も
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
詳
細
に

つ
い
て
は
庄
内
交
通
㈱
バ
ス
案
内
所
☎

24
‐
５
３
３
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
乗
降
場
所
・
料
金
（
片
道
）

▼
エ
ス
モ
ー
ル
、
鶴
岡
駅
、
い
で
は
文

化
記
念
館
前
（
Ａ
ゾ
ー
ン
）
…
５
０
０

円▼
羽
黒
山
頂
、
い
で
は
文
化
記
念
館
前
、

産
直
あ
さ
ひ
グ
ー
、
月
山
あ
さ
ひ
博
物

村
、
田
麦
俣
口
、
湯
殿
山
（
Ｂ
ゾ
ー
ン
）

…
１
、
５
０
０
円

▼
湯
殿
山
直
行
（
Ａ
～
Ｂ
）　

羽
黒
山

頂
を
除
く
Ａ
・
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
乗
降
場
所

に
加
え
、
帰
り
の
便
の

終
点
が
庄
内
観
光
物
産

館
…
２
、
０
０
０
円
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成29年６月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：129,102人
　　 （男：61,609人、女：67,493人）
　世帯数：48,749世帯

↑
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る
隔月連載 今 昔

第10回 塩を作った旧庄内藩士たち 早田製塩所

　

明
治
四
年
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
廃
藩
置
県
。
そ
の
と
き
、
旧
庄

内
藩
士
た
ち
が
松
ケ
岡
地
区
を
開
墾
し
、

数
年
で
大
蚕
室
群
を
整
備
し
た
こ
と
は

余
り
に
も
有
名
な
話
で
す
。
そ
れ
と
ほ

ぼ
と
き
を
同
じ
く
し
て
、
製
塩
業
に
取

り
組
ん
だ
旧
藩
士
た
ち
が
い
た
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

明
治
十
年
前
後
、
旧
藩
士
・
榊
原
十

兵
衛
た
ち
十
戸
ほ
ど
が
早
田
村
の
海
岸

に
移
住
。
明
治
十
二
年
に
製
塩
所
を
造

り
ま
し
た
。
製
塩
方
法
は「
枝
条
架
法
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
し
た
。
約
二
十
段

の
棚
に
竹
の
枝
を
敷
き
並
べ
、
棚
の
最

上
部
に
あ
る
無
数
の
穴
を
開
け
た
樋と
い

に

海
水
を
流
し
ま
す
。
穴
か
ら
各
棚
の
枝

に
滴
り
落
ち
る
に
つ
れ
て
濃
縮
さ
れ
、

最
後
に
溜
ま
っ
た
一
番
濃
い
海
水
を
煮

詰
め
る
こ
と
で
塩
を
作
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
思
う
よ
う
に
生
産
高
が
伸

び
ず
、
榊
原
ら
は
製
塩
所
を
鶴
岡
の
日

向
氏
・
萩
原
氏
に
譲
り
渡
し
ま
し
た
。

両
氏
は
製
塩
会
社
を
組
織
し
て
事
業
を

継
続
し
ま
し
た
が
、
県
の
補
助
金
が
な

く
な
っ
て
経
営
が
悪
化
。
明
治
四
十
一

年
に
、
同
じ
鶴
岡
の
伊
藤
氏
に
売
却
す

る
も
、
翌
年
に
製
塩
会
社
は
廃
業
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
製
塩
所
が
あ
っ
た
場
所
に
そ

の
名
残
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

塩
を
作
っ
た
旧
庄
内
藩
士
た
ち
が
い
た

歴
史
が
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

本
所
総
務
課
☎
25
‐
２
１

　
　
　
　
　

１
１
内
線
３
１
７

▲早田製塩所（明治19年頃）

▲枝条架法の製塩器

▲現在（早田地区と鼠ヶ関地区の間辺り）

▲羽前国早田製塩会社の図（阿部正己『荘内製塩史考』から）


